
バイオプロテクターユニット滞留水殺菌装置新型発売 

  

東京医科歯科大学と前多歯科様のデータでも確認できます様に、装着後約 8 週間程度経過した時点で、タ

ービン 3ｗａｙ、コップ注水等いずれも菌 0 を示しています。また前多歯科様に於かれましては、水質検査証

を待合室に掲示し患者様に歯科医院内の感染予防対策を周知しています。  

     

製造元 タマガワ株式会社         定価 159.000 円 税別 フィルターはオプションです 3.500 円 

販売元 株フロンティアデンタル      取り付け方法・データは http://www.frontier-d.co.jp で確認出来ます 

特許・実用新案・商標登録 取得済 

東京都千代田区外神田５－１－３ニュー末広ビル 4 階 ＴＥＬ03-5688-8875  



厚生労働省より都道府県衛生主管理部に対する通達内一部   平成 26 年 6 月 4日 

歯科医療機関における院内感染対策について     

今般、歯科用ハンドピ－ス（以下、「ハンドピース」という。）の滅菌処置が不十分である旨の報道があったと

ころである。これまで、歯科医療機関における院内感染対策は、「院内感染対策実践マニュアル（平成19 年日本

歯科医学会）」、「一般歯科診療ガイドラインによる院内感染対策Q&A（平成 22 年日本歯科医師会）」等の指針が

作成されてきた。また、「医療機関等における院内感染対策について（平成23 年 6月 17 日医政指発0617 第 1）

において、「医療機器を安全に管理し、適切な洗浄、消毒又は滅菌を行うとともに、消毒薬や滅菌用ガスが生体

に有害な影響を与えないよう十分に配慮すること」とされている。さらに、平成25 年度歯科保険医療情報収集

等事業において、歯科医療従事者が臨床現場で直面する疑問等に対して、エビデンスに基づく回答を「一般歯科

診療時の院内感染対策に係る指針（別添）」として、とりまとめられ、「使用したハンドピースは患者ごとに交換

し、オートクレーブ滅菌することが強く勧められます」とされている。貴部局においては、当該指針を参考に、

所管の歯科医療機関に対し、ハンドピースの滅菌等の院内感染対策の啓発に努めるようお願いしたい。        

上記通達中の質問例と回答の一部      

質問） 歯科ユニット給水系に毎日消毒薬を使用すると、しないよりも院内感染を防止することが出来ますか？ 

回答） 歯科用ユニット給水系の細菌感染の原因は、ユニットチューブ内に生じたバイオフィルムですが、こ

れを消毒液で完全に除去することは困難です。したがって消毒液を1 回だけ使用してもすぐにユニットチュー

ブ内に細菌が増殖してしまいます。この細菌の増殖を防止するためには、定期的な消毒薬の使用が必要という

論文が多くあります。毎日の消毒薬の使用は、歯科ユニット給水系の細菌数を低下したままに保つことができ

るので内感染防止の観点からは何らかの除菌を行う事が勧められます。

   

上記データでお解りのとおり、津島歯科様に於かれましてはＢクラスの滅菌器を常備し、院内医療機器やタービン等に対

する滅菌を極めて厳格に行っております。しかしながらユニット内滞留水に一般細菌や従属栄養細菌が発生している状態

では、本来の滅菌効果が発揮されていない状態になります。バイオプロテクター装着後約 8 週間程度でユニット内滞留水

から従属栄養細菌群は検出されなくなりました。（右の表）              1 年間使用電力料金 約 50 円 

 



デンタルユニット水ラインの細閻汚染対嬢における
llio－ProIcctcrの効架について
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【．研究日的】
我々は、第111回木学会において歯科治療に使用されるデンタルユニット水ラインにつ
いて10●－10‘cFU仙（CFU：COtO－Iynmmingllnil）植皮の細菌汚染の実態を報告し、さらに第112

回本学会では生菌数を減少させるための汚染対鮪として、ハンドピース等のホースにディ
スポーザブルのフィルターを取り付けた場合に効果のあることを紬生した。しかしこの方
法は、恒常的に使用するにはいくつかの問題点があった。そこで今回、細菌汚染対顔の別
の方法として水道水に微屯流を通庵する器械を用いて、デンタルユニット水ライン巾の殺
菌作用を増加することにより細菌数の減少を行えたので鞭告する。

【材料および方法】．
徹電流を給水管あるいはホース中に持続的に通電する目的で作られた微電流抗菌肪食装
電Dio－Prolecler（クマガワ株式会社）を用いた。

東京医科歯科大学歯学部的属病院において、一般歯科診療に使用されているデンタルユ
ニットについて、配管ボックス内にBio－Proleclerを取り付け持続的に微電流を通電した．ボ

ックス内の水除菌フィルター川口以降の水中に十億を設置し、水配水管の金属を一極とし
て通亀した。通亀豊は100V交流電源を直流に変探し、20Vで10mAを出力した。
したがって最大浦賀穂力は0．2Wである。
通慮前および通屯後鯉鴨的にタービンおよびスリーウェイ・シリンジ用のホース来聴か
ら舶菌的に水を採取し、一般細菌、大腸菌および従属栄養細菌の検出を行った。従属栄養
細菌はPGY寒天培地を用いて25eCで7日．問増差し生菌数（CFUhlt）を測定した。な
お、水採取は毎終業鴨に行った。

【結果】
通電前、通電後2週、4週、8退場の細菌検査の結果は以下の通りである。

（雄性：CFUlmI） ��通屯前　　　2週　　　　4週　　　　8週 

タービン �一般細菌 �0　　　　　　0　　　　　　　0　　　　　　　0 大腸菌 �0　　　　　　0　　　　　　0　　　　　　0 

従属栄養菌 �41．000　　11，000　　　360　　　　　5 

スリーウ・エイ �一般細菌 �0　　　　　0　　　　　　0　　　　　　0 
・シリンジ �大腸菌 �0　　　　　　0　　　　　　0　　　　　　0 

従属栄養菌 �2¢000　7．900　1，200　　0 　　　　　　　l▼ 

般目したBio－Proleclerは、デンタルユニットのタービンおよびスリーウェイ・シリンジ

用のホース巾に生息する細菌数をほほ0に減少させた。

【考察】
デンタルユニット水ライン中に微轄流を通電することにより殺菌作用が発掘された理由
は問確ではないが、水道水中に含まれる岨禦からの生成物である次郎姐禦酸や吹通姐購酸
イオンと金原との反応をi防ぐ、バイオフィルムを則能して菌の生育積憤を敬譲する、意気
分解で発生する酸素ラジカルによる関の生育抑制効果、等が考えられる。・
Dio＿PiOtCClerは設置後短時間で効果が出る装置ではないが、デンタルユニット水が停止
している状態の時、すなわち細菌が生育・繁殖する時期にその殺菌効果が最大限に発押さ
れると思われる。この点で、デンタルユニット水ラインの細菌汚染対練として非常に有効

なものになりうると期待できることが分かった。







        バイオプロテクター  取り付け例 

   

基本的には、立ち上がり給水口より歯科用ユニットには蛇腹ホースで給水されていると思いますが、その間

にバイオプロテクターのクロスアノードを取り付けるという簡単な工事です。 はじめに２０cm 程度の蛇腹ホー

スを１本とニップルを御用意下さい。ユニットのジャンクションボックスの蓋を開けます。 

① 左指で示しました蛇腹ホースの片方を外します。右手は電源位置を示す。（写真左）クロスアノード（十字

型のグレーの物左指）にニップルを入れ、1０cm 程度の蛇腹ホースに取り付けて、本体水回路に固定します。

フィルターがある場合は、その装置の本体ユニット側に装着して下さい。 固定出来ましたらクロスアノー

ドの端子に八角形の電極をねじ込みます。ユニット側の水コックは、常に開けて於いて下さい。 

② コントローラー側の黄色と緑の線の先を１cm 程度被覆剥き、同色の線に固定します。（写真右）  

  挿入してから本体側の端子をペンチ等で潰し、電線を固定します。（同写真） 

③ 本器に電源を繋いで下さい。電源が１口の場合は、二股コンセントを使用して下さい。（写真右・右指） 

これで取り付けは終了です。２４時間常に通電して下さい。 電気代は 1 年間 50 円程度      

④ 外国製ユニットやジャンクションボックスがないユニットの場合は、床下の給水管に取り付けるか、蛇腹 

ホース等を使用し外部の邪魔にならない所に設置して下さい。取り付け工事は、水道工事店等でも行えます。 

 

モリタ タカラ等 一部ジャンクションボックスの無いタイプのユニットは外付けです 
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バイオプロテクター用 空気抜き弁 
 

バイオプロテクターは、ユニット内滞留水中の塩素イオンを電気分解する事により、殺菌力

の有る水道水に変換する装置です。 

その際 水道水中に小さな気泡が発生しますが、翌朝ユニット使用前にフラッシングを行っ

た際に空気となって、３ｗａｙシリンジや鉢洗いの注水口から出てまいります。 

本器をバイオプロテクターの二次側に付ける事によって、ユニット内滞留エアーを常時外部

に排気する事が出来ます。 
 

 

 

 

空気弁   定価 6.500 円 税別 

専用チーズ 定価 4,500 円 

ビニールチューブは別売です。 

 

取り付け方法 

本器をバイオプロテクターの二次側に水道用チーズ（ホームセンター等で販売しております）

を接続し、そこに本器を接続します。バイオプロテクター内の滞留エアーを排気します。 

本体上部の排気口（黒いノズル）にビニールチューブを接続し、排水口に差し込んで下さい。 

 

株式会社フロンティアデンタル 


